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1
総
論
１ 1

1 これまでの取組の成果と課題 （総論本文の修正）
「･･･約2,800件に上る事務事業や補助金を見直すなど･･･」
→「･･･約3,800件に上る事務事業や補助金を見直すなど･･･」

平成22年度における、「とちぎ未来開拓プログラム」に基づく見直
し件数を算入 行政改革推

進室
1

2
総
論
２ ２

(1)《協働》県民とともに地域を
創る行政の推進

（総論本文の修正）
「県政における困難な諸課題」
→「地域の諸課題」

「新とちぎ元気プラン」の記載と整合を図る。
行政改革推
進室

4

3
総
論
２ ２

(4)《原動力》スリムで活力ある
執行体制の確立

「「人づくり」は県政の基本」→「「人づくり」は政策の基本」 「新とちぎ元気プラン」の記載と整合を図る
行政改革推
進室

5

4Ⅰ １ (3)

○税収確保のための連携協力
の実施(№6)

「栃木県地方税滞納整理機構」の用語説明 用語の説明

税務課 10

5Ⅰ ２ (2)

○指定管理者制度の運用(№8)「指定管理者制度」の用語説明 用語の説明
行政改革推
進室

12

6Ⅰ ２ (3)

○施設整備への民間活力の活
用(№10)

「PPP、PFI」の用語説明 用語の説明
行政改革推
進室

13

7Ⅱ ２ (2)

○ＩＣＴを活用した県政情報の発
信(№30)

（取組内容説明文の修正）
「ホームページを始めとする様々な広報媒体を活用を活用した県
政情報の発信」
→「ホームページを始めとする情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した様々
な広報媒体による県政情報の発信」

ＩＣＴの用語の説明を入れる。

広報課 22

8Ⅱ ２ (2)

○広聴制度の充実(№31) （数値目標の追加）
【数値目標】元気フォーラム参加者累計　13,300人（平成17～27年
度）（平成17～22年度　7,297人）

数値目標の設定

広報課 23

9Ⅲ ２ (4)

(4)県有財産の総合的な利活用
の推進
○県有財産利活用指針等に掲
げた取組の着実な実施(№56)

(取組項目説明文、取組内容名の修正）
「県有財産利活用指針」→「県有財産総合利活用指針」

（取組項目説明文の修正）
「改善指標による施設管理経費等の縮減」
→「県有施設の効率的な利用による管理経費等の縮減」

「県有財産総合利活用指針」の名称・概要決定に伴う修正

管財課 37
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10Ⅲ ４ (1)

○企業局経営計画に基づく経
営の実施(№67)

（数値目標）
「（策定中の経営計画に合わせ設定予定）」
→
「・産業団地の分譲面積　30ha（平成23～27年度）
（未分譲：３団地　39.9ha、造成中：１団地　69.4ha（平成22年12月現
在））
・県民ゴルフ場年間利用者数　31,000人（平成21年度　29,758人）」

企業局経営計画と整合を図った数値目標の設定

企業局経営
企画課

42

11Ⅲ ４ (2)

○県立病院改革プランに基づく
経営改善の推進(№68)

「経常収支比率」の用語説明 用語の説明

医事厚生課 43

12Ⅳ ５ (3)

○県庁の温室効果ガス削減等
の取組(№91)

「環境マネジメントシステム」の用語説明 用語の説明
環境森林政
策課

55
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